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平成30年度大学入試　合格者数

　

四
月
九
日
（
月
）、
平
成
三
十
年
度
入
学

式
が
、
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
百
八

十
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
厳
か
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
ま
ず
最
初
に
校

長
か
ら
入
学
許
可
が
あ
り
、
次
い
で
式
辞

で
は
、「
高
校
時
代
に
は
、
人
間
と
し
て
大

き
く
成
長
で
き
る
よ
う
、
高
い
志
を
持
ち
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
、
新
入
生
に
期
待
す
る
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
、
新
入
生
を
代
表

し
て
、大
坪
美
友
さ
ん
（
井
原
中
出
身
）
が
、

「
高
校
生
活
で
は
、
共
に
入
学
し
た
仲
間
た

ち
と
勉
学
に
励
み
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
友
情
を
深
め
な
が
ら
高
い
志
を
持
ち
、

自
ら
の
目
標
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。」
と
、
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

詳細はホームページをご覧ください。　http://www.kasaoka.okayama-c.ed.jp/問い合わせ：0865ｰ62ｰ5128（笠岡高校　宮阪・澤）

　

第
二
部
は
、
新
入
生
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
で
す
。
部
活
動

紹
介
の
ほ
か
、
実
行
委
員
会

制
作
の
学
校
紹
介
動
画
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
九
日(

月)

、
入
学
式
の

後
、
新
入
生
歓
迎
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
対
面
式
で
す
。

生
徒
会
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉

や
、
新
入
生
代
表
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

入
学
式

対面式

新入生歓迎行事

〈私立大学〉

早稲田大学　　２名
慶應義塾大学　１名
同志社大学　　６名

平
成
　
年
度

30

部活動紹介は、各部が趣向を凝らして
パフォーマンスを行いました。

新入生代表あいさつ
土井優子さん（笠岡西中出身）

生徒会長あいさつ
石井李奈さん（寄島中出身）

　５月 4 日（金・祝）笠岡市民会館において、
笠岡高校吹奏楽部定期演奏会が開催されま
す！入場料３００円、小学生以下無料です。
是非お越しください。

〈その他の国公立大学〉

岡山大学　　１３名
広島大学　　　３名
香川大学　　１３名

九州大学　　２名
北海道大学  ２名大阪大学　２名

神戸大学　２名
医学部医学科 ( 香川大学 )   １名

京都大学　３名（法・薬・理学部）

東京大学理科Ⅱ類 １名

（平成 30年３月 31日）

国公立大学１１４名合格！

テーマ探究始まる！

　4 月９日（月）、２年生の総合的な学
習の時間ＡＣＴの「テーマ探究」につい
て、ガイダンスが行われました。
　２年生では「自分と社会の関わりを考
える」を目標として、１年生のＡＣＴ「地
域学」で経験したことを踏まえ、自ら問
いや仮説を立て、研究を通じて考察し、
論文を作成します。
　生徒たちは研究分野の一覧表を参考
に、自分の興味・関心がある研究テーマ
を選び、探究活動の計画を立てました。

　

三
月
二
十
日
（
火
）
に
、一
年
生
総
合
的
な
学
習
の
時
間
Ａ
Ｃ
Ｔ「
地
域
学
」

の
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
指
導
を
賜
っ
た
福
山
市
立
大
学
都
市
経
営

学
部
の
渡
邉
一
成
教
授
や
笠
岡
市
の
職
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域
や
保
護

者
の
方
な
ど
多
く
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
半
年
に
わ
た
る
探
究
活
動
の
成

果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
態
で
発
表
し
ま
し
た
。

「地域学」　発表会
　

閉
会
式
で
は
、
渡
邉
一
成
先
生
よ
り
ご
講
評
を
い

た
だ
き
、「『
地
域
学
』
と
い
う
総
合
的
な
学
び
の
中

で
笠
岡
の
良
さ
を
知
り
、
郷
土
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。　

　

開
会
式
で
校
長
、
生
徒
代
表
が
挨
拶
を
し

た
後
、
七
分
間
の
発
表
と
二
分
間
の
質
疑
応

答
を
八
回
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
全
三
十

一
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
発
表
概
要
（
テ
ー
マ

と
発
表
要
旨
）
を
参
考
に
興
味
を
持
っ
た

チ
ー
ム
を
選
び
、
そ
の
ブ
ー
ス
に
集
ま
り
、

発
表
を
聴
き
ま
し
た
。
生
徒
は
緊
張
し
た
面

持
ち
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
質
疑
応
答

も
熱
心
に
な
さ
れ
、
達
成
感
の
あ
る
充
実
し

た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

探
究
活
動
の
過
程
で
は
た
く
さ
ん
の
失
敗
も
あ
り

ま
し
た
が
、
手
探
り
状
態
の
中
で
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
チ
ー
ム
の
皆
で
協
力
し
、
半
年
を
か
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
域
学
」
の
活
動
は
、
生
徒

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な
自
信

と
も
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
笠
岡
高
校
初
の
取
り

組
み
で
あ
る
「
地
域
学
」
の
取
り
組
み
に
際
し
、様
々

な
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
、

改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（既卒生を含む）


